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「子育て環境日本一」の実現に向け取組を進化 

～４年ぶりに「京都府子育て環境日本一推進戦略」を改定～ 
 

■ 京都府では４年ぶりに「京都府子育て環境日本一推進戦略」を改定しましたの

でお知らせします。 

■ 「子育て環境日本一」の京都を実現するとともに、少子化を食い止めるためには、

京都の強みや特色を生かしつつ、社会の構造や価値観を変えていく必要があると

の認識の下、新たに４つの重点戦略と 20の重点プロジェクトを策定しました。 

 

 

１．改定の背景 

➢  コロナ禍における子どもや子育て世代の孤独化・孤立化、原油価格・物価高騰

等による経済・雇用情勢の悪化など、子どもや子育て世代を巡る環境が大きく変

化し厳しさが増大。また、我が国の構造的課題である少子化はさらに加速化。 

➢  そのような状況だからこそ、「人と地域の絆」など京都の強みや特色を生かし、

「子育て環境日本一」の実現に向けた取組を進化させていく必要。 

また、少子化を食い止めるためには、社会の構造や価値観そのものを変える必

要があり、国も動かしながら、京都ならではの取組を進めていく必要。 

➢  さらには、行政だけでなく府民の皆様や企業、地域、関係団体等が同じ目標に

向かって手を取り合いながら一丸となり、取組を進めていく必要。 

 

 

２．改定のポイント 

➢  京都府が新たに取り組む４つの重点戦略と、戦略を具体化する 20 の重点プロ

ジェクトを策定。京都府が先駆的・モデル的に実施し、全国へと波及させること

で、我が国全体の子育て環境の充実・少子化対策へと繋げていく。 

➢  有識者や子育て当事者、子ども、若者、教育関係者等との意見交換や、府民意

識調査、府内の小・中・高生に対するアンケート調査等を通じて認識した主な課

題（３．参照）も踏まえ、従来の「風土づくり」「まちづくり」「職場づくり」

の取組を進化させるとともに、新たに全ての子どもの幸せに着目した戦略を位置

付け。 

➢  重点プロジェクトでは、全国でも初めての視点（※）に立った取組や、従来から

実施している先進的な取組をさらに進化させた取組などを中心にとりまとめ

（４．参照）。実行に当たっては、毎年度の予算編成過程を通じて、議会のご審

議をいただくとともに、財源の確保に努めつつ、施策を推進。 
（※）京都府調べ 

 

 

 

 

 計画等策定のお知らせ 
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３．主な課題 

➢  「子どもを持つ前」と「子どもを持った後」との間で、子育てに対するイメー

ジに大きなギャップが発生。「子育て＝楽しいもの」というポジティブなイメー

ジをいかに広げていくかが課題。 

➢  固定的性別役割分担意識に基づいた働き方・職場のシステム・風土と、現代の

子育て世代の多くが求める働き方や生き方にギャップが発生。固定的性別役割分

担意識を解消し、誰もが希望どおりの人生を送り、活躍できる風土をいかに作る

かが課題。 

➢  少子高齢化・人口減少、地縁的なつながりの希薄化、核家族化の進展の中、地

域の中で子ども同士や子育て世代同士が遊び、交流し、悩みを話し合えるような

場をいかに創出するかが課題。 

➢  多くの若者が持つ「結婚したい」、「子どもを持ちたい」、「仕事と子育てを

両立したい」という希望の実現の障害となっている雇用面・経済面・年齢面での

不安をいかに解消するかが課題。 

➢  孤独や孤立を感じている子育て家庭をはじめ、全ての子育て家庭への支援や、

困難を抱える子どもも含め、全ての子どもが健やかに成長できる環境づくりをい

かに進めるかが課題。 

 

４．20の重点プロジェクト 

➢  「子ども“ええ顔”たくさんプロジェクト」の実施 

➢  「ＷＥラブ赤ちゃんプロジェクト」の府内全域への展開 

➢  「ジェンダーギャップ０（ゼロ）プロジェクト」の実施 

➢  「子育て楽しテック」の創出・普及 

➢  「子育てにやさしいまちづくり推進計画」制度の創設 

➢  「こどもの城づくりプロジェクト」の実施 

➢  「子ども・地域と育つ商店街プロジェクト」の実施 

➢  「子どものふるさと発見プロジェクト」の実施 

➢  多文化共生の子育ち環境づくりの推進 

➢  「働く人の希望が実現できる」職場づくりプロジェクトの実施 

➢  「婚活応援プロジェクト」の実施 

➢  「プレコンセプションケアプロジェクト」の実施 

➢  「日本一働きやすい京都府庁」づくり宣言 

➢  全ての子育て世帯に対する住宅の負担軽減措置の実施 

➢  「京都高校生まなび環境サポート制度（仮称）」の創設 

➢  「子どもの健康を守るプロジェクト」の実施 

➢  「親子誰でも通園制度」の創設 

➢  「困難を抱える子育て家庭を支える環境づくり」の推進 

➢  「『学び・繋がる未来の扉』京都プロジェクト」の実施 

➢  「あんしん『子育て-教育』京都プロジェクト」の実施 
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 ※ 全体版は、京都府ホームページ「「子育て環境日本一」を目指して」 

  から御確認いただけます。 

  https://www.pref.kyoto.jp/kikaku/kosodate/index.html 

 

 

【本報道発表に関するお問合せ】 

 総合政策環境部 子 育 て 社 会 推 進 監 坂野 TEL 075-414-4334 

         総合政策室 企画参事 曽我 TEL 075-414-4374  
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